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・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。

都市再生整備計画（第４回変更）



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 62 ha

平成 16 年度　～ 平成 20 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ Ｈ１６ Ｈ２０

％ Ｈ１６ Ｈ２０

人 Ｈ１６ Ｈ２０

都道府県名 静岡県 静岡市 長沼地区

計画期間 交付期間 20

○地域の拠点施設の導入に伴う周辺環境の整備改善と地域の風土を保全し、自然と一体感を持てるようなまちづくりを推進する。
　・当地区は、平成２０年度に開校予定としている県立総合科学技術高等学校（生徒数１，０００人予定）建設に伴い、学生等地区内交流人口が増加することが想定されている地区である。よって、近隣駅からのアクセスルート及び周
辺道路の歩行者空間の整備・改善を行ない、地元住民や通学者を安全に誘導できる交通網の改善を図ることにより、安全で快適な地域環境を整える。
　・隣接して事業施行中である東静岡駅周辺地区新都市拠点整備事業との連携を図り、国道を挟む鉄道駅間の交通施設の整備を行うことにより、通勤、通学者等の利便性の向上を図る。
　・地区の緑化資源であり、風致公園として位置付けている谷津山自然公園の整備と道標整備等を行うことにより、自然と触れ合いやすい生活環境を整える。

　・当地区内においては、平成２０年度開校予定としている県立総合科学技術高等学校の整備計画が位置付けられており、平成17年度事業着手予定で進められているが、周辺道路については、起点となる鉄道駅があるにもかかわ
らず歩道等歩行者が安心して歩ける施設が整備されておらず、通勤、通学時間帯においては、自動車の往来も多く、近隣住民及び通勤、通学者の歩行に支障をきたしているのが現状である。
　・当地区内においては、新設高等学校建設対策協議会が組織されており、新設高校が設置されるにあたり、周辺環境の改善については要望されているところであり、行政としてもこれに応えるべく検討を重ねているところである。
　・当地区の南側においては、本市の新たな都市拠点となる東静岡駅周辺地区新都市拠点整備事業が行なわれており、地区間で連携のとれた交通網の整備を求められている地区である。
　・当地区の北側においては、市街地に残された貴重な緑化資源となる谷津山があり、その自然を活かした利活用が求められているところであるが、現在、地元組織による自然の保全や活用を検討しているところである。

地域住民が安心できる歩行空間を確保するための公共施設整備が不足していることが課題となっている。
・駅周辺道路において、歩道整備が行なわれていないことから、自動車の通行に対する歩行者の安全が確保されていない。
・通勤時間帯における駅周辺道路の自動車交通量が多く、渋滞が発生している。
・ＪＲ東静岡駅と静鉄長沼駅の駅間連絡が不十分であり、開放された歩行空間が確保されていない。
・自然散策路や眺望点としての公園施設の充実が必要であり、また、案内板等のＰＲが不足し、公園施設の有効活用がなされていない。

・東静岡駅周辺地区交通バリアフリー基本構想に基づく整備・改善を行い、目標とする「すべての人に楽しく安全な道筋づくり」 を推進する。
・周辺道路の整備・改善を図ることにより、静岡市都市計画マスタープランによる「安全で優しい交通環境の整備」 を推進する。
・今後、地元組織により谷津山全域にかけて自然環境や歴史的風土を活用した土地利用を検討し、自然観察や体験学習ができるような場を作っていきたいと考える。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

44.0

交通バリアフリー基本構想における特
定経路の歩道整備率

地区内の交通バリアフリー特定経路の整備率 歩行者が安心して通行できる施設が整備されている 0 16.8

交通バリアフリー基本構想における重
点整備区域内の歩行空間整備率

地区内の現況道路延長に対する歩行空間整備道路延長の比率 歩行者が安心して通行できる施設整備を推進する 29.9

15,900交流人口の増加（鉄道駅乗降客数） ＪＲ東静岡駅、静鉄長沼駅の乗降客数の推移
乗降客数の増加に伴い、整備された歩道や公園施設の利用増加
が見込まれる

12,700



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・地区の緑化資源である谷津山自然公園の整備や周辺施設への道標整備を行い、地区内外の交流人口の増加を図る。
・公園整備にあたっては、地元組織との連携を図り、整備内容を検討していく。

公園事業（基幹事業）
　・谷津山自然公園
地域生活基盤施設（基幹事業）
　・散策路等案内板設置

○地元組織との連携を図った上での事業実施
　当地区においては、関連事業として高校新設事業が位置付けられている。高校設置に伴い、地元組織が形成されており、本事業に対して意識しているのが現状である。事業を進めるにあたり、地元組織と調整を図り、より良い形で事業が進捗するよう
努めていく。

○事業終了後の当地区の考え方
　現在、民間鉄道駅（静鉄長沼駅）の移設事業が検討されているところである。事業実施時期について現在は未定であるが、事業化に伴い周辺に少数ではあるが商店が並んでいることもあるため、それらとの連携を図った整備も考えられる。地元住民に
よるまちづくりの気運の高まりが想定される中で、行政としても地元と協働したまちづくりを展開できるよう検討していく。
　市街地に残された貴重な自然環境や歴史風土を後世に残すため、地元市民による自然の保全や里山としての活用を検討していくところである。

方針に合致する主要な事業
地元組織による周辺環境の改善についての意見にも反映した公共施設整備を行う
・駅周辺道路の整備改善
・地域住民、通学者等安心して通行できる歩行者動線の確保
・ＪＲ東静岡駅と静鉄長沼駅の連携をとるための歩行者動線の確保
・東静岡駅周辺地区との地区間連携を保つ交通網の整備

道路事業（基幹事業）
　・市道柚木栗原旧東海道線整備
　・市道長沼１１号線整備
　・駅間連絡道路
　・東静岡南北幹線延伸道路整備
　・市道沓谷長沼線

・新設高校の開校に伴い、地区への交流人口が増加することで近隣駅の利用率が向上し、整備された歩道の利用人口が増加する 高校新設事業（関連事業、県）



都市再生整備計画の区域

　長沼地区（静岡県　静岡市） 面積 62 ha 区域 ＪＲ東静岡駅北側で国道１号、都市計画道路下大谷線、谷津山に囲まれた区域

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

静岡清水線

国　道　1　号
JR東静岡駅

東静岡駅周辺
新都市拠点整備事業

静岡草薙清水線

下
大

谷
線

県立総合科学
技術高等学校
建設予定地

長沼地区
Ａ=６２ｈａ

静鉄長沼駅



交通バリアフリー基本構想における重点整備区域内の歩行空間整備率（　％　） 29.9 （Ｈ１６年度） → 44.0 （Ｈ２０年度）

交通バリアフリー基本構想における特定経路の歩道整備率 （　％　） 0 （Ｈ１６年度） → 16.8 （Ｈ２０年度）

鉄道駅乗降客数 （　人　） 12,700 （Ｈ１６年度） → 15,900 （Ｈ２０年度）

長沼地区（静岡県　静岡市）　整備方針概要図

目標
○地域の拠点施設の導入に伴う周辺環境の整備改善と地域の
風土を保全し、自然と一体感を持てるようなまちづくりを推進す
る。

代表的な
指標

東静岡駅周辺土地区画整理事業

静鉄長沼駅

長沼地区

Ａ＝６２ha

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

地域生活基盤施設
情報板設置

道路事業
市道長沼11号線道路整備

公園事業
谷津山自然公園整備

道路事業
市道柚木栗原旧東海道線道路整備

道路事業
東静岡南北幹線延伸道路整備

（関連事業）
県立総合科学
技術高等学校
建設予定地

道路事業
市道沓谷長沼線
道路整備

道路事業
駅間連絡道路整備




